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【本年度の重点教育目標】

『 学習したことをもとに考え、自ら実行できる子どもの育成 』
〔笑顔・信頼〕〔学び合い・高め合い〕〔習慣・継続〕
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「子どもは雪の子～『遊びから学ぶことの大切さ』」

江差町立南が丘小学校長 吉川 聖

いよいよ明日から弥生３月。今年度の南が丘小学校の教育活動も残りわずかとなりました。学校では、一

年間のまとめと同時に次年度の学年準備の時期となりました。コロナ禍の中にあって、教育活動には制限は

ありますが、南が丘小学校の教職員一同、「今できること」をしっかりと考えて残りわずかの今年度の教育活

動を組織的に進めて参ります。

さて、２月１７日（木）、江差町では、記録的な大雪により、３７年ぶりに積雪が６０ cm を超える等、例
年にない大雪となっています。更にこの日は、湿った重い雪に除雪もはかどらず、学校の始業時間も約２時

間遅れとなりました。毎日の雪かきに、「早く雪解けが・・・」と思うのは私だけではないと思います。

そんな大人の思いとは裏腹に、子どもたちは元気に雪との生活を楽しんでいます。休み時間は、感染予防

を意識しながら、学校の雪山の上で、跳んだり、転がったりと、雪まみれになりながら遊んでいます。雪の

中で遊んでいる子どもたちの姿は楽しそうです。また、学校が休みの土曜日、日曜日には、今年度江差町で

運動公園の駐車場に造ったそり遊び用の坂で、家族と一緒に雪遊びをする低学年の姿を見かけました。また

同じく運動公園の野球場の横では、更に急で長さもある坂をそり滑りで楽しむ高学年もいました。今、私に

「その坂をそりで滑ってみて！」と言われたら、急な斜面に縮み上がってしまうことでしょう。でも子ども

たちは平気です。少しぐらい体をぶつけてしまったり、お尻を打ってしまっても、そんなことお構いなし。

恐怖心を味わうのも楽しみなのです。そんな子どもたちの姿は、とても微笑ましく、なぜか「ほっ」と安心

させられます。子どもは雪の子、元気な子です。

今年度の学校評価結果もまとまり、学校では、次年度に向けての教育活動の見直しを行っております。そ

の中で、今年度の課題の一つに「学校における体力づくり」が挙げられます（詳しい結果については、後日

公表させていただきます）。その改善に向け、イベント的な取組のみならず、

どれだけ子どもたちが遊びを通して体力づくりを図っていくか、体を動かす

習慣づくりが大切になると考えております。遊びを通して、子どもたちは体

を動かすことを好むようになり、そこから体力の増進も図られます。更には、

体力づくりのみならず、よりよい人間関係の育成という点でも大切な点と

なります。子どもたちの遊びにはトラブルがつきものです。子どもたちには、

大人の力を借りなくても、自分たちで仲直りできる力をもっています。その

解決に向け、自分たちで考えることも子どもたちの成長に欠かせない大切な

ことです。日常の子どもたち同士の元気に遊ぶ活動から、多くのことを学んでほしいと願っております。

今年度も残り１か月。多くの経験の中から子どもたちの更なる成長が楽しみです。保護者、地域の皆様、

今後とも南が丘小学校へのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

今年は積雪量も多く、校庭にはいくつもの雪山ができ、休

み時間になると外から元気な子ども達の声が聞こえてきま

す。１月２８日・２月１０日には、１・２年生が運動公園に

造設されたそり遊び用の坂で雪と戯れ、雪国の冬ならではの遊びを満喫してきました。また、今年は、感染症

拡大防止の観点から上ノ国町でのスキー学習を中止といたしましたが、４・５年生は、グラウンド・校庭でス

キーの着脱、安全な用具の使い方・歩くコツなどを学習しました。また、スキー学習を今年から始める４年生

については、運動公園の雪山にて初めてのスキーに挑戦しました。なかには経験者もおりましたが、難しいス

キー操作に最初は手こずっておりましたが、最後まで諦めることなく頑張っておりました。

寒い日が続くとついつい家の中にこもりがちとなりますが、適度な運動は免疫力を高めてくれます。栄養・

運動・睡眠などの生活習慣を整え、免疫力を高めていきながら感染症から身を守っていきましょう。
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２日（水） 全校朝会（１・６年発表）

学校運営協議会【書面開催】

３日（木） ＡＬＴ外国語

４日（金） 第３回計算コンクール ６年生を送る会

１０日（木） 納入日 ＰＴＡ三役会議【書面開催】

１８日（金） 第６４回卒業証書授与式

２５日（金） 修了式

２６日（土）～４月５日（火） 年度末年度始め休業

【４月】

６日（水） 令和４年度入学式

冬休み明けから各学年で取り組んでいた書き初め（１・２年生は硬筆，３年生以上は毛筆）が完成し、１階ホールや教室前

に飾られています。２月中旬に審査が行われ、入賞者が決定しましたので、お知らせいたします。

入賞者：各学年左から金賞・銀賞・銅賞です

【１年生】 小笠原敬子さん 佐々木環奈さん 松岡沙羅さん

【２年生】 辻 柚咲さん 田畑朱翔君 西川 至君

【３年生】 秋山奈緒さん 野崎生人君 可香碧子さん

【４年生】 新堀伊音君 田畑龍幸君 森 大翔君

【５年生】 山崎陽和さん 松岡世羅さん 若山咲來さん

【６年生】 佐々木菜都さん 長尾昊祐君 品田結愛さん

【
一
年
生
】

【
二
年
生
】

【
三
年
生
】

【
四
年
生
】

【
五
年
生
】

【
六
年
生
】

『管内成果交流会』に参加
２月１日（火）檜山教育局主催の管内

児童生徒仲良しコミュニケーション活動

奨励事業「管内成果交流会」が遠隔方式

で行われました。本校から児童会会長で

ある安達勇樹君が参加し、児童や生徒同

士の様々な絆づくりや協力・協働に関す

る取組発表が行われました。いじめ防止

や人間関係づくりについて改めて考える

貴重な機会となったようです。他校の取

組を参考に自校の取組に活かしていって

下さい。

「自学力」育んでいきましょう！

本校では、家庭学習を充実させていくため、児童の実態に応じて「家庭学習の手引き」

の活用や定期的に各学年のベストノートを職員室前に掲示するなど、子どもたちの自主的

な学習の充実を図っております。冬休み明けから一年生も「自学ノート」に取り組み、休

み時間でもコツコツ学習に取り組んでいる児童もおります。自ら学習に取り組む力、いわ

ゆる「自学力」は、今の学習を充実させていくために活かされるだけでなく、将来にわた

って生涯学習に取り組む際に必要となる力です。

本校では、２月１４日（月）より５日間、家庭学習強

化週間を設定し、家庭学習の習慣化の徹底と質の向上に

取り組みました。「自ら課題を見つけ、自ら学び・考え

ること」は難しいことですが、主体的に判断し、よりよ

く問題を解決していく力は今後も求められてくる力です。

ご家庭でも自主・自立した学習態度を大いに奨励し、励

ましの声をかけるなどし、規則正しい生活習慣の確立と

根気強く取り組む子ども育んでいきましょう。

「６年生との交流会」

３月４日（金）には『６年生を送る会』が予定されてお

りますが、それに先駆けて各学級毎で「６年生との交流会」

を感染対策をしっかりとして実施し、感謝の気持ちを伝え

ました。２１日（月）には３

・４年生との交流会が行わ

れ、ダンス「Mela」が披露さ

れ、６年生１人１人にプレゼ

ントが手渡されました。また、

２２日（火）には２年生が伝

言ゲームで交流を深め、ミュ

ージックベルで「キセキ」を

心を込めて演奏しました。さ

らに２４日（木）に１年生が

「宝探し」などを企画して６

年生に感謝の気持ちをたくさん伝えました。

３・４年生

２ 年 生

「鬼は外」、悪い鬼を追い出せ！
２月３日（木）、今年も南が丘小学校に赤鬼がやってきました。

朝からそわそわし、落ち着かない様子の子ども達。前日に新聞紙を丸

めて作っておいた豆を準備して鬼がくるのを怖いながらも、楽しみに

待っていたようです。コロナ禍とあって鬼さんもプラカードに「ディ

スタンス（２ｍはなれろ）」を掲げ、みんなで邪気を追い払いました。

ごみ減量及びリサイクルに関する標語

ごみの散乱防止や不法投棄防止、環境美化

に対する理解と関心を深めてもらうこと等を

目的とした標語で、本校から４名の児童が入

選しましたので、ご紹介いたします。

◇１年 松岡 沙羅さん

「給食を 全部食べるぞ もったいない」

◇３年 辻 礼惺君

「温暖化 ごみを減らして ふせごうよ」

◇６年 山田 詩悠乃さん

「ポイ捨て NO！！地球を笑顔に 清潔に」

◇６年 吉田 鈴香さん

「ポイすては 誰がひろうの？ すてた人」

入賞者については、ごみ収集カレンダーに

掲載される予定です。

お知らせ
３月１８日（金）、『第６４回卒業証書授与式』を予定おります。

今年度は、全校児童・教職員・保護者（同居家族２名）のみで開

催する予定です。ご理解下さいますようお願い致します。


